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2.3 原因調査 

クラックの原因調査として、骨材の品質試験および堤体の温度測定を実施している。 

(1)骨材品質試験 

骨材の品質試験は、ダム施工時および昭和 54 年に実施されている。試験は原石山

より採取した試料を 7 種類(花崗岩 A、粗面岩質安山岩 B、流紋岩 C～G)に分類して

行われている。 

【物理的試験】 

試験結果を表 2.8 に示す。 

 
表 2.8 骨材物理的試験結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【アルカリ骨材反応試験】 

アルカリ骨材反応の可能性を確認するため、モルタルバー膨張試験、アルカリ骨材

反応試験(化学法)、X 線回折を行ったが、可能性を示す結果は無かった。 

【骨材の吸湿膨張性試験】 

試験方法は、恒温室にて各試料を同温として試料の基準長とし、20℃の水中に 4 日

間浸漬後の長さ、その後 110℃の乾燥機内にて 3 日間乾燥後の長さを測定するサイク

ルを 4 度繰り返すものである。結果を図 2.8 に示す。流紋岩試料では、花崗岩、安山

岩試料に比べてかなりの膨張性が認められる。 

【凍結融解試験】 

試験結果を図 2.9 に示す。相対動弾性係数は、150 サイクルで 80～90％である。こ

れは、使用骨材が比較的凍結融解の影響を受けやすいことを示している。特に、流紋

岩にその傾向が強く、300 サイクル終了後は 60％程度になっている。 
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図 2.8 吸湿膨張性試験結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.9 凍結融解試験結果 
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